
包材にリサイクルペット素材使用

セブンカフェにも

リサイクルPET・バイオマスPET
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【ペットボトル回収のあゆみ】
2015年 12月
機器テスト開始東京都2店

2018年 2月
東京都・埼玉県300店設置

2019年 5月
東京都東大和市15店設置

2019年 9月
沖縄県4店～順次拡大中

【ペットボトル回収の背景】
・海洋プラスチック問題
・ポイ捨て対策
・輸入規制問題
・販売者としての責任
・消費者啓蒙
・行政連携
・ボトルｔｏボトルの実現
・飲料メーカーの協力
・リサイクラーの協力
・国内における資源循環
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【ボトルtoボトルの実現】

セブン-イレブンの店頭回収

機で集めたペットボトルを資
源化をして、もう一度ボトル
に再生する。

日本コカ・コーラ株式会社様
との共同企画、セブン＆iオリ
ジナル飲料「はじめ緑茶一日
一本500ml」として発売。

500ｍｌ
税込127円

次々に飲料メーカー様が
取り組みを発表
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【ストローの取り組み】
2017年 7月
バイオマスＰＥＴを配合
サイズ変更、包材薄肉化

2019年 1月
紙製ストローテスト一部地区

2019年 8月
高知県内41店舗にて、PHBH
テスト導入

【今後の計画】

紙であれＰＨＢＨであれ、
あくまでも目指すのは

「発生抑制」

お子様ほか、どうしても必要な
方にはお渡して差し上げたい

その場合にのみ、紙・PHBH製
で対応（順次エリア拡大予定）
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